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サ テ ィ ヤ ナ ー ラ ー ヤ ナ 。 ヴ ラ タ 。カ タ ー

バ ー ル ク リ シ ユ ナ 。 バ ー ル

第 一 章

ムニ,こ ぞ りて合掌 し,恭 しく申 し上げ たリ

リシよ,わ れ らに慈悲の眼差 しのかけ らを恵み,深 遠な る物語を世のため説 き給え

望むがままの御利益を恵みムニの心を喜ぱせ転生の苦悩を滅 し如意樹の如 く

万能 なるヴラタ。カターを何卒聞かせ給え

ヴィヤーサ仙は語 られた.皇 むがま まの御利益の得 らるる

ヴラタ ・カターを物語 り,耐 え難い苦 しみのすべてを焼 き尽 くさん

それでは語 り申そ う.そ の昔のこと

このヴラタのそ もそ もの発端 を余さずお聞かせ致そ う

シヤオニカを始めすべての リシが八万八千人集い

悟 りを得たスー タ仙がナィミシヤの森を訪れた

郭公の声は実 し く,雲 を待つチ ヤータカ鳥 の

亢星の滴 で潤 う清 らかな声,こ れぞ人々に安息を与 う

時は限 りな く麗 しく心地 よく

美 しい 自然にすべての リシの心は魅了 された り

鸚鵡,郭 公,孔 雀それぞれに喜 びの歌 を歌い

神の測 り知れぬ遊戯 を目にして喜び

天の無数の星は戯れに耽 り

契 りを結 んだのか月 も交わ り遊ぶ

恭し く頂礼 し リシたちは讚え奉 リ

スータ仙は祝福 を与 えん と海中に真珠を探る よ一うに心 を探 られた

ムニは喜 び語 られた.吉 祥の山の如 き りシよ

麗 しいかんばせの リシよ。何事な りと澄命 じ下 さい 蝶せ
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御慈悲をかけこの世で幸いと富を授け

朿縛を解き放つヴラタを教えて下さいませ

スータ仙は語られた.ム ニたちよ,そ の昔の喜ばしいこのでき事を聞かれよ

世界の救いを念じナーラダ仙が世をめぐつていた

人々はすべて世の束縛に苦しみある者は病Nに また金に苦しみ

様々のわけありて__..人も幸福な者がいぬのをナーラダ仙は見た

声をあげて泣 く母親たち,息子を失い慟哭する母親たち

夫に先立たれ嘆き悲しむ妻.幾 夜も別離の苦しみに我が身を忘れる女

娘たちは兄弟をなくし父は息子を失い

わずかな食物のために苦 しみ悲しみ惨めな思Nを する

多 くの手だてを心にめぐらせ迷いは去 らず

救いを求めてナーラダはヴィシsヌ 神の都に赴いた

四本の手に法螺貝,チ ヤクラ,ガ ダー,そ れに美 しい青蓮を持ち

野の花の花輪を黄衣にまとい蛇王を臥床になす徳の館

ラクシユミーは足下に跪 き蓮華の御足をもみさすり

御顔より発する光は無数の日輪の如 くに汚れなく輝き尽きることもなし

艶やかな青蓮の眼に蜜蜂は酔いしれ蓮華の御顔の上を舞い

全宇宙もその荘重な様にわが身の軽さに恥 じ入る

神の御姿にナーラダ仙は心をうたれて見入るばか り

例えるべき言葉もなく,さ しもの賢者 も痴呆のよう

涼気の助けでナーラダ仙を焦がす苦しみは消滅した

麗 しい御顔に目を上げることも恥じられ,祈 り始めた

そのかんばせは仲秋の月の如 く涼やかにして信徒の胸なる天より恐れを除く

シヴア神の心にかないラマー女神を喜ぱす

その御姿は測 り知れず,力 の山にたとうべき神よ愛の木立ちに住み給え

神々は下僕となり戸口に立つ

蓮のかんばせはこの上ない美の館.こ の世の苦と呪いを打ち破る

つややかな青蓮の眼と知徳の山

法螺貝に見紛 う首に大なる腕,黄 衣には野の花の飾り

信愛を害する者の罠 となり信愛の徒の憩いの場となる
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ナーラダ仙はヴィシxヌ 神の蓮の御足に頭をす りつけ申し上げた.蓮 にまこう

慈悲をたたえ属性を超え完全なる神.尽 きるを知らぬ甘露の山にもたとうべし

無尽の光の主,幸 いを与える類なき力の主.

始めも中間 も一切御身にはなし無限の徳を備え

万物の創造の礎であり信徒の苦しみを滅せ られる

徳の宝庫,御 身は常に崇められ全世界を始められる

海の如 く湛えた慈悲と無限の徳は もはや讚えるすべもない

如何にすればわたくし如 き至らぬ者が御身のすべてを知 り得ましよう

永遠にして欲望を離れ美しい冠と耳輪を飾る神よ

御身は大森林の如 く巨大で麗しさは千万のカーマ神も及ぱぬ

ナーラダ仙は祈りをくり返し御足に額づけば

睡眠は開かれ三界の主は目ざめ給 うた

常に信徒の幸いを慮り情け深い心と欠けることのない御業の神に栄あれ

信徒の控えるのを見るや立ち上がり主は歩み寄られた

抱擁し座にかけさせ息災を訊ねかけられた

どこをめぐつてきたのか,何 故之のように打ちひしがれて澄るのか

どうしたのか,す べてを余にうち明けるがよい

悲しみの原因を明かせ.余 にはすべての苦を除き得る力がある

ナーラダ仙は心を落ち着け申し上げた,何 もかもお話しいたしましよう

世の人kの 苦悩と嘆きをわたしは如何ともなし得ませぬ

信徒の守り主よ,わ ずかの勤めで悲しみを除き

苦海を渡れるような手立てを授け給え

憐れみ給いて神よ,新 しい手立てを授け給うならば

わずかに勤めるだけで人hの 苦悩は払われるでありましよう

世界の苦しみを見てわたしは決心致しました

主のもとに伺いこの耐え難い苦悩を取り除こうと

主はその時微笑み給うた.汝 は常に世のために案ずる者

信徒の手本とすべきナーラダよ,汝 は常に余の喜びを増す

余は汝に教えよう.幸 いを与え苦を砕き

迷いと幻を滅し望みのすべてをかなえるヴラタを
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多 くの尊い苦行 と祈 りを もってなお得難い救いを

余の力でたやす く得 られるこのヴラタの恵み を何 と言お・うか

ナー ラーヤナの言葉にナー ラダ仙の心は満た された

あたかも貧者が クヴエーラ神の宝庫 を得 たかの如 く

畏ま りナーラダ仙は申し上げた.主 よ,作 法 を余 さず授け給え

喜びとと もにいつ誰がどの時刻に行なえぱよろし うございまし よう

ヴ ラタを行なえば どの ような御利益が得 られま しょうか,ど うか澄教え下 さいませ

かつて誰が,ど の ように行な つたものか,御 心に隠されたすべてを明 かし給え

ナー ラダ仙の汚れない言葉 をナーラーヤナは嘉 し給い

子と幸運 と息災を与 えるヴラタの作法を語 りだ された

常に深い信心 を抱きヴラタを行ない守 る者は

富 み栄えあらゆる幸福を享受 し彼岸へ到 るであろ う

Nず れの 日であれ美 しい夕べに親 しい友達を招 き

深 く信じて礼拝 しバラモンたちに布施 を行な うが よN

甘蕉 の実,牛 乳,牛 酪,乳 酪 と小麦の粉を,小 麦がなければ米の粉

そ れにビンロゥジ と塩を供え よ

食 してよNも のすべて四半分増 の分 量つつ恭 し く捧げ

賛歌を歌いカターを聞きマ ン トラを読 み讚えよ

バ ラモンに布施を施 し食事 をし,行 ない を慎み

禁欲を保ち真実を語 り,か よ うなあらゆる正行 をなせ

満月の日あるいはめでたい日な らばいつであれ

戒 を守 り余のカターを聞 き人にはみな優 し く応接せよ

日々余を身近に知 り余の者 とな る人 は

聞け,ま こと余の言葉通 り,余 の世界に生 まれるであろう

神の言葉 に宿る光は暗黒 と不浄 と闇のすべて をうち払い

到達 し難 く不可知な神のカターにナー ラダ仙は歓喜した

主の御 足に再び額づ き祈 った.神 よ人kの 苦を除き

黒雲 とな りやつがれの汚れ きつた思いを渚め給え

神は喜び無上の幸福を授けるこの細告げを語 り給 うた

ナー ラダよ.カ ターは転生の苦 を滅 し信徒の心 を深い至福で満たす もの
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面に喜びを表わし恭 しくリシたちは スータに申し上げた

どうかこの先を語 り給え

第 二 章

心静かにこの先 を聞かれ よとヴィシユヌ神は

心清らかな ナー ラダ仙に語 り給 うた

スータは語 られた.リ シた ちよ,寂 静,慈 悲の館であるヴイシユヌ神は

か ようににこやかに美 しいカターを語 りだされた

この上 な く神聖なカー シーの町 に一人の貧 しいバ ラモ ンが

世の海に漂 よい荒波 に もまれ耐えなが ら暮 らしてお・つた

さて,あ る日のこと,飢 えと潟 きが このバ ラモンを苛み始めた

心は乱れ神を心の内に念 じ始めた

神は心寛い御方.な のに何故わた しを苦 しみか ら御救い下 さ らぬのか

慈愛の庫の如 く情けある御方 があわれな者の苦 しみを払 うのにため らわれるとは

落涙 し心 より御名を呼び歌い始めた

主 よ,わ たしをお忘 れになられ るとはわた しが何の罪 を犯 したので ございまし ょう

信徒 の守 り主 よ,わ た しを苦 しみ より救い給え

世界 の養い主 よ,わ た しを苦 しみより救い給え

主は幾千人 と救い給 うたけれ ど,そ れ もわが身が救われてこそ

真実と信じまし よう.な ぜわた くしめにはす ぐと参 らぬのでございまし ょうか

どうか苦 しみか ら救い給え

慈愛の海 と呼ばれ苦 しみを除 くことを御業 となさりなが らわた しのことは

お・忘れ にな られてい るとは

どうか:苦しみか ら救い給え

御身の名を汚す ことな く,渦 に巻 きこまれたこの小舟を救い給え

どうか苦 しみか ら救い給え

後生でござい ます.こ れ以上苦 しめ給いませぬ よう

御姿を現わ し給え.幾 千 回と知祈 り申し上 げまする.ど うか苦 しみか ら救い給え

あわれな信徒 の嘆 きの声を聞かれると心を見通す御方は現われて
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三界の主 はこの上な く美 しい眼差 しをした老人の姿 を取 り給 うた

慈悲の雨を降 らせ る雲,浄 光 を放つ宝石,万 人の心に宿 られ る御方

優 しい心 の主,ム ニにい としい御方,光 輝の中心であ り喜びに満たされた御方

老いた御姿ではあれ浄らかに類な く喜びを与 える青蓮の眼

光輝 を放 ち苦を滅 し

悩める者を喜ぱせ生死の恐 れを打ち砕 き常に正浄に して終わ りなし

幻力を発揮しすべての ものを喜ぱす正浄威厳の神

放逸 慢心を除 く青蓮の眼の主,慈 悲の海に も比すべ き御方.幸 いを分かち

シヴァ神の蓮の御 胸にいつ も舞 う蜜蜂を楽しませ給 う

かのバ ラモ ンは主 とは気づかぬながら心は落ちついて

激 しい苦悩は消え,貧 窮のLtし みは薄 らいだ

主は近寄 られ,こ の上な く親身な御言葉 をかげ給 うた

バ ラモ ン殿 よ苦 しみをすべて話 してみなされ.何 を悲 しみ何 を敷んで知いで じや

バ ラモ ンは言葉 も恭し くへ り下 り合掌 し,Nつ も布施 をいただいては

腹を満たす苦 しくあわれな暮 らしを語 った

飢え と潟 きに喘 ぎつつ1い つまで この世にと どま らねばならぬのであ りま しよう

何をなし,い ず こへ行けば よいのでございまし ょう.こ の嘆 きの生 にか らめとられては

この束縛 を解 き放ち惨めで幸少なき者 のあらゆる苦 しみ を

うち払 う手だてを教 えて くだされ

その時老人の姿 をした主は語 り給 うた.こ れはまた,望 むがま まの御利益が

欲しいのならば,ど うしてま どうて於いでじや.バ リ神 におすが りなさ らぬ か

ナー ラーヤナの有難いヴラタを行ない望むがままの御利益を得

この世に幸Nを 受け,さ らにはたやす く解脱が得 られまし ように

主は信徒に 自らのヴラタの作法 を自ら教 え

自 らに沈潜し自 らを思念 し給 うた

ヴラタの作法 を余さず授け,主 はその場か ら隠れ給 うた

苦 海を渡 らせ給 う神は慈愛 の宝庫のごとくあ らせられる

一方 ,か のバ ラモンは喜びに紅潮 し

胸に期待 をいだいて家路を急いだ

31



あたかも広大な海原に光りを放つ燈台の火のように

天上には無数の星が輝いて誇つた

バラモンがわが家に着げば夜もとうに更け

暗闇の褥を敷 き終わ り密やかに眠 りにいざなうが

バリ神の色彩に染められたバラモンの眼はそちらを見ることもなh

頭の中には神にまみえる至福の夢があるばかり

夜明けとともに町に行き布施を求めて持ち返 り

礼拝,ヴ ラタを行な知 うと物狂澄しく気は急くばかり

熱情は押え難く眠られず

神にまみえんとする狂おしさはつのりにつのる

わずかに寝入つてはすぐさま起き上がり朝の光りももどかしく

ナーラーヤナの名号を唱え家人に言い聞かせた

中庭を掃除し草の庵を清め

ヴラタを行ない幻力にて人をたぶらかされるあの御方に嘉されよ

わたしは町に行き布施を受けて参る

疑念を払いわたしの言葉の通 りに行なえ

御言葉通りになりましよう.御 主人様,御 安心なさいませ

作法通 りに主を祭 ります程に常と変わらず神を信頼なさいませ

妻の言葉に喜び神を念じ

布施を受けにバラモンは町に赴いた

ヴラタの御利益で普段に倍する布施を受け

家に帰るとあらゆる幸福を授ける主を作法通 りに礼拝した

友人縁者と相揃つて信心にわれを忘れた

主は嘉され,バ ラモンは苦 より逃れ富み栄えた

スータは語られた.リ シたちよ.こ の他に何を診望みでござる

主は喜びにひたり甘露の雨を降らされる御方

リシたちの長が甘美な歌を歌い神をたたえ始めた

ナーラーヤナに栄えあれナーラーヤナに栄えあれ

ラマー女神の主ヴィシユヌは語り給うた.こ の無上に尊いヴラタは

望むがま・まの御利益を授け生死の海を渡す橋のごとし
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ナー ラダ仙は喜び合掌 し申し上げた

主 よ御言葉の賜物 を僕にい くたびも恵み給え

バ リ神は嘉 し語 り給 うた .こ の先 を聞 くが よい

バラモンの正 しい行ないを汝に語ろ う

かわる ことな く余 に帰依し余のみを念じ

堅 く余 を信じて苦海を渡 り始めた

満月 のある夜恵まれたバ ラモンは ヴラタを行 ない

友人,縁 者 と寄 り集い ナーラーヤナの名号を唱えていたところへ

飢え と渇 きに苦 しみ うちひしがれ

熱気に喘 ぎ息 も絶え絶えの一入の薪売 りの男が やつて きた

頭 より荷 を下 ろし男は心を静め言 った

バ ラモン殿水 をお恵み下 さいませ.苦 しんで澄 ります.ど うか診助け下 さいませ

バ ラモンはにこやかに水 と於 さが りとチ ヤラナームリタを与え

扇 であ澄 ぎ足 をもみ優 しい言葉をかけて やつた

言 うが よい,ど うすればお 前のためになろ うか

お・前の言葉 のままに喜ぶ通 りに してつかわそ う

バ ラモ ンの深い情けに薪売 りは喜び ただ見 つめ るは かり

心 の内で,こ の御方は人か神かといぶか つた

男は恭 しく訊ねた.バ ラモン殿は どなたを念 じていらつしやいます

情けをかけあらゆる人の心を魅了 してお・いでなのは

お情けで ございます.ど うかわた くしにその秘密を明か して下 さいませ

どの御方に仕えれば望むがままの御利益が あるのでございまし ょうか

薪売 りは言葉 もうるわ し く申した.早 く教えて下 さいませ

どのようVZし て富まれ,苦 しみが消えたのでございまし ようか

バ ラモンは語 つた.他 で もないナー ラーヤナ神の僕 として主のみを礼拝 し

ナー ラーヤ ナのお下がりをい ただ き清 らかな感謝を捧げ ヴラタを勤めているのじや

か つて余 も貧窮に苦 しんでいた時,神 があ らわれ給い

御 自身 ヴラタを授けすべての幸いを与え歓喜を与え給 うた

ま さに ナーラーヤナの:i・.悲 によりナー ラー ヤナの御姿を於がんでいるのじや

ナー ラ…ヤナこそ遍在 し,た だ ナー ラーヤナのみが実在であ らせ られる
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神の思し召しによりめ ぐり合い

ナーラーヤナのヴラタは果てもな く世のすべての病いをいやす

ナーラーヤナを念じ心のままの供え物をお・供えせよ

神の御慈悲によつてこそ神はあらわれ給う

薪売hは 幸いを授ける麗しい言葉を聞き喜びを顔にあふれさせ

感謝を捧げ,ヴ ラタを行なうことを誓い貧しいわが家に戻つた

その夜は夢の中の女王のように美しく,細 いまき毛のように安らかに

この上な く溏らかで,楽 しくうるわしかつた

夜明けと共に名号を唱えながら起き上がれば

薪売りの寝入るとともに深い苦しみも眠つてしまつたかのよう

用足しを済ませ向かつた場所は

天と地の接する深い森

木を切 り集めて日暮れに町に赴けば

金持ちたちが倍の値で買って くれ,有 頂天

礼拝のすべての供物,牛 酪 牛乳 砂糖に小麦の粉,甘 蕉,キ ンマ

浄 らかな器を買いととのえヴラタの作法を思い心は一杯になる

友人縁者をみな呼び招 き

バラモンを丁重に呼び急ぎ家に帰つた

涙を手にす くい深く帰依して供え

心を清浄に燈明をともし心の内で歌つた

わたしめの礼拝を嘉し給え

慈悲深く信徒を愛される御方,お いでにな りわたしめを救い給え

すべてを捨てて来た上は御身の門口を離れてどこへ行かれましよう

あわれと思し召してわたしめの礼拝を嘉し給え

何をもつて御身に仕えどのようにすれば御身にお・喜びいただけましよう

どうかわたしめの危難を取 り去 りわたしめの礼拝を嘉し給え

香と燈明と供物を捧げ再び布施を施し

バラモンを喜ぱせ心底からとどこお・りなくヴラタを終えた

このカターをNつ であれ歌う者は罪を清め
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偽 りと迷いか ら離れ幸い と富 を得 る

神みずか ら物語 りナーラダ仙の聞いた このカターを

ヴィヤーサ仙が歌いバー ラが再び ここに語 り申した

第 三 章

ナー ラダ仙は合掌 し語 つた.亢 星 の雨滴を待ち焦れる郭公のよ うに,こ の世のために

待ち望んでお ります.慈 悲の黒雲に もた とうべ き御方,こ のカターの先 を澄聞かせ下 さい'ませ

ふ くよかに見る者 を酔わ しめたとえよ うもな く美 しくその吐 かれる息は天啓 となる

ヴィシ ユヌ神はカターを語 り始め給 うた

スータ仙は語 られた.リ シたちよ,カ ターのこの先を物語 り

このヴ ラタを誰々が行なった ものか,余 さず語 りま しょうそ

あ る美 しい王国に ウルカ 艇ムカとNう 一人の王 がお・つた

真実を離れず聡明で食事の前には必ず礼拝 し

布施 を施 しヴラタを行 な うことを日々の務めとしてお つた

貞淑なる妻は まことに夫に富と幸いを もた らし,そ の面は

月のかんばせの ように美 しく夫に愛され,夫 を神のごとく敬ま うのであつた
ダルマ蔭

日向な く勇,姑 に仕え法 に従 う尊 さを知つてお・つた

バ ドラシー ラー河の岸辺に坐 し,徳 高い王は

ヴラタを行ない神に愛で られようと礼拝に没頭 して知 つた

そ の名をサー ドウと申す一人の恰幅の よN人 が商いのためそ こを通 りかか り

河 を渡ろ うと岸 に立つた時王を認め何事な らんと考えた

商人は王の傍 に歩み寄 りうや うやし く礼 をした

言葉 もつつま しく語つた.王 もまた礼を尽 くした

どなたを拝み,ど なたに祈つて寿 られ ます.商 人は訊 ねた

どうか教 えて下 さいませ.何 故にため らわれ るので ございまし ょう

王齲 ぶりもせず獣 た.聞 くがよい.こ れは世にすぐれたナーラーヤナ神 ＼の鯑 にして

聖者,苦 行者の支 え,ナ ー ラーヤ ナ神の救いにあずかる拠 り所な り

子 を授 かるようにと神の蓮華の御足にすが りつつ

この清浄なヴ ラタを行なつておるの じや
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この上な く喜ば しい言葉 をサー ドウはわが耳で聞き

願いが成就 しあたかも魂が歓喜の声 をあげ るかの ようであった

手前にも子が授か りません.こ のヴラタを手前 も行ないた くぞんじます

どうか作法 を余さず教 えて下さいませ.ナ ーラーヤ ナの名号 を手前 も唱えます程に

王は礼拝の作法 ときま りごとを余さず教 えた

商人は聞い てま るで翠玉の首飾 りで も手に入れたかの ように喜んだ

わが家 に戻 ると商人は妻 を呼び寄せ

子宝の授かる有難Nヴ ラタにつNて 余 さナ語 り聞かせた

妻 の リーラーヴアテ ィーは,こ れは善根が果 を結ん だのでございます,と 申 し

心彈ませ微笑み この世の務 めに耽 つた

慈愛の主にして信心を見ては直ちに嘉され るナーラーヤ ナは

この上 な く渚浄に して崇高ですべて を知見通し

さてバ リ神のお恵みに よリリーラーヴアテ イーは身籠 り

月満 ちて美し く健やかな娘が誕生 した

その名 をカ ラーヴァテ ィー と名付け慈 しみ育て始めた

月のかんばせ4?も 比すべ き乙女の美しさは日毎に輝 きを増 してい つた

夫に リーラーヴアテ イーは言 つた.さ あどうかヴラタを行ない

常に新たな感謝を抱 き主の御名を澄唱 えなさいませ

よしょし。澄前が案ず るには及ぱぬ.せ くことはない

この娘を嫁がせる際にヴラタを行 ない感謝を捧げ る程に

愚 かなサー ドウは営利 に我を忘れ

財を蓄え続けては慈悲深い主 を忘れおつ た

さて,か の美 しい娘は日毎に成長 してゆ き

月のかんばせの ように麗 しいカ ラーヴ ァテイーの美 しさに月 も恥 じ入 る程にな つた

あどけな さはいつ しか恥 じ らい をおぼえすねるようにな り

ひそやかに娘の胸はふ くらみだした

遊戯に我を忘 れた蕾 がいまや連れ立 ちを求めて花開 こ うとしていた

微風は額の房 毛と戯 れ吹 き過 ぎ甘美な微笑みは 口元 にこぼれ

うつ向いてはおのれの姿に恥 じらうかの ようであ つた

翳 りない美しさと無邪気 さと象の歩み と輝 くかんぱせ と
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若葉にまさ りふ くよかな足 と麗 しい蓮華の瞳

雪 をNた だ く山頂に黄金 の水叛 を飾つたかのような

美 しい胸元は陽の光 のように'まぶ し く輝いた

年頃を思Nサ ー ドウの心に不安が生 じ

立派な婿 を探そ うと胸の奥深 く入 つて行 った

ある日暁 の女神が紅 を差 して出かけ ようとする頃

サー ドウは喜び勇み賢明な使者を呼ばせた

丁 重に廈者に席 をすす め要件 を語 つた

娘の婿を探 しだし手前の望みをかなえて下 され,と

立派 な婿を探す よう命じ

眠 りを忘れ挙式の用意を整え始めた

命を受けて随者は町 から町 を 村か ら村 を経 巡 リ

カンチヤナの都に到 りようや く仕事が成就 した

誓いたが えぬ廈者は商人の端正な若者 を

サー ドウが待 ち構えるところへ直ちに連れ戻 つた

親類,縁 者が皆寄 りつ どい作法通 りに婚姻の式を挙げ

めでたい歌 を歌 ったけれど,ま たして も主を忘れお った

娘 を商人に嫁がせ肩か ら荷を澄う しは した ものの

ヴラタを忘れ去 ったがためナー ラーヤナ神の御立腹を招いた

神は御怒 りにな られ,そ の罪の重 さを見て とられた

いかに慈悲深 いバ リとて も正義は澄うそか 戛なさるわ けczは ゆかぬ

婿 を連れてサー ドウは 商いに出掛け

以前の ヴラタの誓いを忘れ果て る程に商いに熱 中した

漕 ぎ行 く程に船はラ トナプ リーについた

美 しい町を岸h見 るとサー ドゥは船をとめさせた

そ の地はチ ャン ドラケー トウ王が治め

臣 民はみな幸福に男 も女 も安心 して往来を行 き来 していた

他な らぬナーラーヤナ神の意 をうけた盗賊たちが王の財宝 を盗み出 し

商人の泊ま つたところへ隠 し置いた
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神 にそむ くな らばすべては裏目

蜜が毒に,父 母が閻魔にかわるとい うもの

王の捕縛吏たちは見 てとるや二人をひっ捕 え

弁明に耳 を貸 さず皆 を縛 りあげ鎖でつないだ

捕 縛吏 たちは二人を王の御前にひ きたて

財宝を発見したい きさつを余さず奏上した

あわれな商人 ど もには何のお訊ね もな く牢獄 に投げ こまれ

財貨は残 らず没収され二人は捨て置かれたままとなった

さて,ム ニの各々方,話 変わ つてかの商人の妻 と娘は如何 にとい うに

母娘 ともどもひどい苦 しみに陥 つた.天 の定 めなるものは避け ようがござらぬ

家財一切盗賊の手にかか り

ために二人は よその戸口に立 つては糊 口を しのぐ羽 目にいた つた

二 人は うちひしがれて心の内に主を念じ

何故にこのよ うな境涯4z立 ちいた った ものか と案 じ始めた

慈悲 の主はたぶん御 自分の慈悲心を捨てて しまわれたので あろ う

苦 しむ者の主 と呼ばれることを恥 じ御顔をそむけられたのであろ う

悲 しみ嘆 きつつ リー ラーヴァテ イーにカラー ヴァテ イーは暮 してお・つた

愛 しい夫の帰 りを待つ うちに主の御足を念ず る心 は強 くな つてい つた

ある日の こと吉祥の刻,夕 べの女神が朱 のサ リーをま とい

闇 の黒髪をなびかせ蓬いびきに天 より舞い降 りた

神への測 り知れぬ信愛の念に目覚 め

カラーヴアテ イーは抑 え きれずに思わず唱えだした

罪人の救 い手,聖 者 の拠 り所で あらせ られ

苦 しむ者 をあわれまれ,苦 海にかかる美しN橋 の ような

主の御 足に澄すが り致 します

シヴア神の胸の湖に住むマラー ラ鳥に乗る弁財の女神 を念ずべ し

清浄 なる四果を もたらす蓮の御足の埃を額 に頂 くべ し

愛欲,憤 怒,傲 慢,貧 欲 の敵には蓮の御足は心強 く切れ味鋭 き刀な り

愚かなる心 よ,常 に満足を心に念ずべし

されば,汝 は彼岸に渡 り,妙 なる喜びを得 ん
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夜空は こよな く澄 み渡 り瀋 らかな月が見下ろ し

満月の夜 であれば,月 光がさえわたつてお つた

睡蓮は戯れに耽 り,ジ ャス ミンは蔓草に ょりかかり

夜香木 と金黄 木はバ リ神の戯れに咲 きほこ り

螢は頭に素晴 しい考えがひ らめ くように きらきら光を放ち

心は歌を くちずさみ,せ せ らぎの音は節をつけていた

自然 の麗 しい姿は あらゆる人 の心 を魅了してやまず

吉祥星の ように再会の新 しい望みをさし示していた

想 いの海にただ よいカ ラーヴァティーはさま よい出た

夜 も更けて帰 りつけば案 じた母は間Nか けた

ず つと待 つてい たのだ よ.母 は優 し く訊ねた

どこでど うしていたの.ご らんな,夜 はこんなに更けたのに

娘や,ど うして黙 ってNる の.さ あさあ,話 してお くれ

何 を思 つているのか,包 み隠さず教 えて澄 くれ

母上,澄 やめ下 さい.何 故その ようにお考 えにな ります

いたたまれずカ ラーヴァテ ィーは申し上げた.母 上は何故 また吾怒 りなのでし よう

わ たしは他 な らない あなたの娘で ありますのに.夫 を神の ように崇めてお りますの に

家 名の汚れ となるまえにこの生命を捨 てます ものを

は つきりと申します.ど うして遅れたのか,澄 聞 き下 さい

ほか でもないナー ラーヤナの ヴラタの作法 を聞 くためでございます

聖な る河の岸辺で一人の聖者が修業 を積み.

ナ ー ラーヤナのヴラタ ・カターを讚え歌い

他6Zも 男女が幾人か尊いバ リの物語 に聞 きNつ てお・りました

そ こでわた くしも主の御足にすが り,す べて を御足の下 に投げす てました

もう一度 このヴラタを行な澄 うとい う真実な る思い がうまれま した

ナー ラーヤナの神があ らゆる苦悩を払 うと聞いて喜びは測 り知れません

どうか母上,御 同意下さい.ヴ ラタを行な う用意を整えて下さmせ

作法 はみ なわた くしが聞いて参 りました故遅れなさいますな

これを聞 くと リーラーヴアテ ィーはお もむろに言つた.本 当に今 こそ思いだしました

お前が この世に生 まれでる前に夫婦でヴラタの誓い をたてたことを
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それか ら結婚の時 も幸いの元 であるヴラタの誓いをたてたけ れど

主の力のなさしめる ところ,リ ー ラー ヴァテイーよ,こ れを忘れて しまい ました

親類縁者 と寄 り集い今度 こそは必ず,ヴ ラタを行ないまし ょう

さあ,も うCお ・やすみなされ.わ たしは今少 し考えまし よう

心 に誓い も堅 く,眠 りにつけば,夢 の美 しさは例 えようもな く

母娘は夜空の青い帳の うちに眠 りについた

夜明 とな り鳥 も目覚 め,眠 りか ら覚めた蕾は音 をたてて開 く

曙 の女神 は黄金の玉 を もてあそびなが ら空 を赤 く染めた

母娘二人は夜明の到来を知 り起 きあが った

身 仕度をすませ清浄で美 しい想いを心 して抱 き

布施 を受けに二人は町へ行 つた

布施 を持ち帰 り丁重に親類縁者 を呼び集め

バ ラモンを呼び,恭 しく主をお迎え した

ヴラタのための美しい敷物を敷 き座についた

ヴラタを行 ない燈 明をささげ礼拝 し言葉 も恭し く祈 った

主人が戻 つて きま したな らば山ほ どのお供えを致します

作法通 りに尊い ヴラタを再び勤めま し ょうほ どに

過 ちを御赦 し下さいませ.幸 いの主永遠 に吉祥の主よ

二人の祈 りを問 きとどげ ナーラーヤナは喜ばれた

す べての心に宿られ幸 いの主 であるバ リ神はかの チヤン ドラケー トウー王 の前に顕れ給 うた

商人たちを解 き放つ ように王 をさ とし語 り出された

この無 韋の商人たちを牢獄から放せ

縛めを解いてや り財貨をすべて返してやれ

喜ぶままに手段をつくし両人に赦 しを請うがよN

r_れにそむげば王子,王 妃は亡 き者となり

宝物に満ちた庫は空となり王国は乱れた麻のようになろう

主が語 られ於姿を消されると王は夢から覚め我に返つた

たつた今,ヴ ィシユヌ神は何と仰せられたのかNて 王は起きあがつた

身仕度をすませ宮廷に行 き夢を余さず語れば

大臣たちは思慮をめぐらせ申し上げた
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王 よ,こ の夢は紛 うこ と ない真実であ りましよう,商 人た ちをす ぐさま呼ぱせましよう

美し く身 を飾 り輝 く衣服を 一:け下 さいませ

か くて商人たちを縛めか ら解 き丁重に沐浴させ

衣服や飾 りを身にまとわせ よとの王の命令が下された

主の恵みは限 りな くそれを授かるな らば常に,ム ニたちよ

幸い と富 と喜びと財宝を得 るであろ う

商人が うなだれて捕 われている牢獄へ

王 の命 を うけ使者が急 ぎ赴いた

商人は面 を起 こして 使者 の到来 を見 ると思 った

誰かさらに費苦 を与えん ものと来 た ものであろ う

縛めをゆつ くりと使者 が解けば

これはまた,わ れ らは御赦免か,二 人は思わず 口に した

さ よう,そ のとお りの御命令 じゃ何 も怪 しむことはない

主が汝 らに情けをかけ られた と思い喜ぶ がよい

王 の見た尊い夢を睫者 は余 さず話 した

その夢故に王はただ ちに従われたのだ

主 の限 りない恵み を知 り心に主を念ずれば

喜びに身体は うちふ るえ目には涙があふれ澄こそかに歌い始めた

ナーラーヤナを称 うべ しナー ラーヤナを称 うべ し

御身に祈 る者は,幸 い も富 もすべてを得る

苦海を渡 り解脱 を得,怒 りを離 れる

御身は人を楽 しませ苦 を砕 き,常 に慈悲深 く清 らかな御方

世 の束縛を断ち,幸 いの主 にこそあ らせ られる

ナー ラーヤナを称 うべ しナー ラーヤナを称 うべし

塗油など終えて快 よh沐 浴 をすれば

徒者は衣服,飾 りを身にま とわせ大いに もてなした

宮廷 の間 に二人 を入れ,王 は敬意 を表 した

自 らの傍 らに席 を設け,下 臣に命じた

この者 たちの船に何一っ不足のない よう財貨 を積みこめ

いささかの悲 しみ も残 らぬ よう喜びの楽を打ち鳴 らさせ よ
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今日 より汝らは余の客人,貴 人よ聞かれよ

余を赦 し常に余 を友 と思 うが よい

王は丁重に言葉 を続け汝 らの被 った苦 しみは

余のせいでは なく,す べてナー ラーヤナの幻力に よるもの

主の御威力は シヴァ神,ブ ラフマ神 といえ どもこれを得 ることはかなわぬ

ま してや愚かな人間 ごときいかに してバ リの海を測 り知ろ うそ

王の甘美な言葉を聞 き商人たちは深 く喜び 囎

王の足下 にひれ伏しさ らに歓喜は高まった

商人たちは申し上け た.恐 れ多い ことなが ら

わが家に帰 る御許 しを下 さい ませわれ らの苦 を除いて下 さいませ

王は許 し直ちに命 じた

商人たちは神を念 じつつ船に乗 り岸を離れた

バ リのめでた く清らかな御姿 を念 じる者は

越え難い苦海 をわけ もな く渡るであろ う

この美しくめでたいカ ターはバ リ御自身がナーラダ仙に語 りた もうた もの

それをばスータが リシたちに語られ,さ らにバーラが串す次第

第 四 章

スー タ仙は リシたちに申された.さ て,カ ターの この先を澄聞 きなされ

ヴ イシユヌ神が再び行者に姿をやつ して現われ給 うた御 様子を

スータ仙 は語 られた.リ シの方々,ナ ー ラダ仙は一心に

この上な く尊いカターに聞 き入 リハ リは慈悲深 く語 り給 うた

主 よ語 り給え,か の商人のその先の有様を

商人は主を主と悟つたでありまし ようか.信 ずる者を愛される牛飼いよ語 り給え

蓮華の御足近 くラクシユミーは座 しバ リの御 足をさす りたまう

ナーラダ仙は合掌 し神の明かされるすべてに聞き入 り

蛇王 は喜び知のれの運命を誇 りに思 う

苦 しむ者の友バ リは情をかけ信心のため千の頭 を授け給 うた

半開の睡蓮の ような白黒桃の
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バ リの眼は三種の苦 しみ 傲 りの悪魔を取 り払 う

スー タは甘露で練 った言葉 で尊いカターのその先 を語 られた

乗船すると商人はバ リを忘 れてNた

二人がい くらか進んだ ころ主は行者に姿 をやつし給 うた

慈悲の雨雲なる主はそ こへ 到 り進みいで

商人 どの,船 には何が積んであ ります るかとに こやかに訊ね給 うた

傲慢な商人はこの乞食めは欲深 くねだ りに来 たと思い

哄笑 し言 うた.こ れ乞食坊主,銭 が欲 しいのか

この船は木 の葉 と蔓でいつばいじや,'あ さましい奴めが

信ずる者を慈 しみ牛飼い と呼ば れる神とは知 らぬ愚か者

バ リをただの人 と思い深い秘密に気づかなんだ

世界のすべてを養われる御方がいや し くも物請いをす るであろうか

リシたちよNや し くも日輪 の光が螢に光を乞 うであろ うか

世を試 しに巡 つて知 られる主 をこ奴は乞食 と思い こみ

あらゆる者の主であ り世 を養いまた滅ぼされる御方を迫い返 し知 った

ヴ ィシユヌは怒 りい くらか重々しく語 り給 うた .

こ れ商人 どのすべて あなたの言葉通 りとな りま しょうそ.そ して河の岸に行 かれた

商人が身仕度にふけ る間 に行者姿 のバ リはお・姿を知隠 しにな られた

浮 き上が り漂い始めた船を見て商人は仰天 した

ここに到 リサー ドウはあわれに も嘆 きだ し

目には涙をためて卒倒 した

正気に戻 ると言った.ど うすれば よいのか,ど こへ行 けば よNの か

何故 こんなことにな つたのか,誰 にな んと申せぱ よNの か

そ の時婿が語 ることには,父 上,知 気 を確かになさいませ

かの苦行者の怒 りふれたので ございまし よう.徒 に運命を呪 って もはじま りませぬ

世を恐れさせ ること獅子の ような あの御仁を探 しまし よう

その眉の動 きに魅せ られて仲秋 の月の ように清らかな ウマー女神が現われ る御方 を

か くて二人は尊い牛飼Nの バ リを探ね始めた

苦 しむ者の主はすべての心 に住み給N悲 深 く幸いを分かたれ る美 しい館

嘆 きつつ 目には涙をたたえ,心 の内でバ リの御足にす が り祈 つた

今再び御顔をめ ぐらせ,お ・姿 をあ らわ し下 さいませ,ク リシ ユナよ
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その時,肉 体を持たず,欲 望を離れ知り難い御方が間近にあらわれ給 うた

言葉でどのように言い表わそ うともその秘密は知ることはできぬ

広 く美しい海辺に睡蓮の眼の主は腰を下ろしていられた

鹿皮を敷き額には吉祥の印

その麗しいお・姿を常に胸に思いうかべる者は

苦海をたやす く渡りこの上ない四果を授かる者なり

思いを凝らし三昧境にあらせられ恩寵のまなざしをかけ

創造物を滅ぼしまた守 られる御方は幻力を操 り坐して知られた

菩提樹のような美し:!を そこに認め商人は息をのんだ

神徳の主のようにかの行者の聖なる面は光りNて いた

商人サードウは両手を合わせ

助けを求めて倒れ伏し徳を讚え始めた

主の御前に平伏の礼をして哀願し

慈愛の主よわれらをお赦し下さいませと申し上げ様々に泣き嘆 きだした

驚 くべき喜びの源泉であり全宇宙を動かされる

御身は常に喜びを分かたれ滅ぼされ維持せ られ養なわれる御方

ブラフマ神,シ ヴァ神 ら他の神々にしてすでに御身を知 り尽くすことができませぬ

われらごとき愚かにしてけがれた者がいかにして御身を知り得ましょうそ

御身は常に物事の始めzし て御身の意向によつてこそ

すべての幸いは得られ苦しみは見る間に残らず消え去 りまする

幾度毛幾度もこのように願いをくり返せば

ついに慈悲深い主は時宣に適しい言葉を語 参給うた

汝は余を忘れ大いなる苦しみに陥つたが

余の恵みによつてこそ失つたすべての財貨を今再び得るであろう

リシたちよ主の恵みによつて船は再び荷で一杯となつたのじや

受けた程の苦難は瞬時にして消え去った

ナーラダよ.余 を忘れ果てるとはかの男もとてつもない愚か者

すべてを見通す主である余を忘れ幸福を失 うてしまうとは

さればこそ賢者たちは余を常に心でも言葉で も拠 り所となすのじや

至上の喜びをもたらす強い雨を郭公が待ちこがれる
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か く語 り給 うとバ リはす ぐさ'まそ こか ら姿 をおか くしになられた

商人はつ きることな き神徳 を讚えた

主の清らかな御姿を心に抱 き二人の商人はわが家に向けて出立 した

懐 しい ラ トナプ リーに近づいた ころ夕暮 れ となつた

吉報を伝え ようと使いを側 に呼 び寄せ

河の 明かるい岸辺に静かに降ろさせた

急 ぎ家に行 きサー ドウと婿 と仲間 らはみな無事帰 りついたとの

この喜ば しln知 らせを伝えさせた

この上な く清 らかな河の水はみなの心を魅了 し

夕 日の赤N光 の網が頭上を覆つていた

随者 は命令 に従い直ちに出発 し

恭 し く礼をし吉報 を伝えた

家 では母娘がナー ラーヤナ語 りに余念がなか つたが

吉報を聞き使者を祝福 し心は喜びで浮 き立 った

母は礼拝 し夫と婿の もとへ と赴いた

心 にナーラーヤーを抱 きはす るが.足 は夫 に通 じる道へ と向いていた

喜びは抑 え難 く夫 との再開の狂知 しい願いは

刻 々と野火の ように燃え広がφた

母 は静かに言 つた.娘 や,お 下が りを頂戴 してか ら来なさい

いいかえ,よ くよ く注意 して二度 と間違いを起 こさぬ ようお・下 が りをい ただNて から

バ リの鉛怒 り招かぬよ うにょ く気 をつけなされ

しばし娘は残 った ものの愛 しい夫 の顔見たさにす ぐさま家をとびだした

母は十分言い聞かせた ものの宿命は避け られず止 められず

すべての主 を忘れわが夫に会いにでた

母 の教 え もみな忘れお下が りもチヤラナーム リタユもいただかず

河 に急 ぎ向かえば ナー ラーヤナは診怒 りにな られた

三界 の主 として万能i2し て幻力を備えすべての心を

お見通 しGzな られるナー ラーヤナ神を娘は忘れ果てた

到 つてま さに仰天す.夫 もいなけ れば船 も卑当た らぬ

泣 く泣 く言 つた.一 体 どこへ行ふれたのです.母 上わた くしたちは欺かれたのでし ようか
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何の返事も得られず苦 しみに

ひどく涙を流し嘆き悲 しんだ

帰つてこられたのか帰つてはこられなかつたのか,母 上は喜び言われたけれど

わた くしの身も心 もみな燃えつきたのか,こ の死のような静けさは

想いは熱気のようにあふれこぼれ目は道を探っていたものを

夫はどうして会うのを避けたのか,愛 憎の狂知しさがつのるぱかり

父上様胸には炎が燃えあが り目には煙が走 ります

雲よ知前だけは教えて澄 くれわたしの愛しN人 を見たのかどうか

清 らかな風よ香 り高き花よわが君の様子を教えてお・くれ

金の瓶を手にした夕暮れの踊り子よ蓮華にとびかう蜜蜂を見たならば言 うてお くれ

空と水と地の生き物たちよ誰かわたしを助けておくれ

わたしが愛しの君を得ればそなたたちは名を挙げようあわれな者に恵むは尊きこと

四天王よ一言お言葉をどうか愛しの君に会わせて下さいませ

愛 しい御方,慕 情の若鳥から羽の艶を奪ってしまわれる知つもりか

母は泣き叫び言つた.娘 や娘や心を落ちつけて

わたしと一緒に祈 りましよう.ナ ーラーヤナは人の苦悩を払つて下さるのだから

苦 しむ者の友なる神よ急ぎ来た りませ

御身は多くの者を吾救いになられました.御 姿をあらわせ給え主よ

苦しむ者を憐れむ御方と名づけられますのにわた くしを救うのにためらわれておいでとは

主よ,い かで慈悲 と申せましよう

苦海にわたくしの船は漂い罪の嵐にもまれて澄 ります

来た りませ滅びることのない主よ

もはや御約束をお忘れになられたのでしようか

御怒 りになり離れてしまわれるとはわたくしどものいかなる罪の故でございましよう

恐 しい災難の黒雲が夫と船を襲いさらつてゆきました

商人は探し探してついに精根つき果てた

気を失い地面に倒れ知恵も理性 も消え失せた

船乗りたちが探しはしたけれどバ リの幻力は限りな く

常に愚かな人の知恵では一体 どうして知り得よう
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履 き物を手につかみ夫の後を追知 うとした時

すべての者の耳 に天か らの喜ばし く渚らかな声が響いた

こ りもせず余 に背けば こそ激 しい苦悩をこうむるのだ

余 の力を知 ることもできず幾度 もお・前たちはさ迷 つている

余の チヤラナーム リタを捨 てお下が りも口にしなかつたではないか

されば こそ商人 と婿 とお前たちすべてが苦 しみ をこうむったのだ

急 ぎ家に行 きお下が りとチ ヤラナーム リタをNた だいて くるが よい

さすれば最愛の夫を取 り戻 しすべての者に喜びを与 えるであろ う

このようにめでた い喜 びのつ きせぬ泉のよ うな

清 らかな声 を耳にして心は満ちた りた

すべての男女 は幾度 も地に平伏の礼を くり返 し

主の御威光を目の当 りにして驚 くばか りであつた

カ ラーヴァテ イーは幸いの海の主であるバ リの嘉し給 うよ うに

チヤラナーム リタとお下 が りをいただ きVz直 ちに家 に帰 つた

家 につ き恭 しく主に赦 しを請 うた

わ た くしをあわれみどうか闇 と苦 を払い給え

恭 し く再び主の チヤラナーム リタをゆ つくりと飲んだ

そ して夫 とまみえ るいや し難い潟 きを胸に感 じてかけ出した

夫 と船をともど も見つけると立ちつ くした まま神 を讚えた

ゴーヴィンダを称 うべ しヴイシ ユヌを称 うべ し

徳 高き者 に幸いを恵み無尽の徳 を備え る貴い御方

信ずる者の苦を砕 くバ リの神

心寛 く慈 悲に富 み信ず る者 を慈 しむ神

常に喜びの破れ ることのない神

すべての心 を見通す御方 を称 うべ し

静かに花を訪 う蜂の如 き神 よ

この世の苦を打 ち破 る御方 シヴア神の胸の湖に咲 く蓮に宿られる御方

喜び と蜜の海のようなヴィシユヌ,ゴ ーヴィンダを称 うべし

このように讚歌に浸 り歌 う

赤睡蓮のよ うに光 り輝 く月のかんばせの夫にまみえて
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喜び言 うた.父 上様 さあ家に帰 りまし ょう

さあ,母 上急 ぎ参 りま しよう.嬉 しさのあまり倒れなさいます な

友人仲間を伴い商人はわが家に向か つた

サンクラーンテイ2と 満月の日には名号 を唱え祈 りを捧げ

恵みを請い幸い を与 える御身を決して忘れは致 しません

常 に恵みの雨を降 らせわが家 に富を満 ちあふれさせたまえ

か くて胸にバ リへの新 たな思いを抱 きバ リの色 に染められていつた

罪と苦 しみに悩む時は主の御足の清らかな埃を求めた

ムニたちよ賢明な ヴイヤーサ仙はか く語 られた

商人は大いなる幸Nを 楽 しみついに主の館に行 った

徳高 く賢いサー ドウはバ リを尊び天界に行 った

信愛の光の中で罪を洗い清めたのだ とバ リは語 り給 うた

幾世を£Xても平安を与 える この ヴラタはスー タ仙が リシたちに語 られた もの

喜 びを与え るこのカターは欲情か ら人を解 き放つ もの

翻1神 像 を沐浴 させた凝乳,牛 酪 砂糖,蜂 蜜入 りの牛乳.

2太 陽が十二宮の一 か ら次に入ること

第 五 章

ナーラダ仙は恭し く合掌 し申し上げた

主 よ世の苦 しみを払い,美 し く深遠な物語をお聞かせ下 さいませ

喜 びの主,ヴ イシユヌは語 り給 うた.ナ ーラダよ汝の願Nは この上 な く喜ば しい

世界のために汝が生まれたその国はなんと幸運 であろ う

ナー ラダよ,風 雅の元であるこの測 り難いカターのそ の先を聞 くがよい

嘶 ヤ凸サ仙は語られた.リ シたちよ,主 がいかにして世の苦 しみを除かれたか聞かれよ

スータ仙は リシたちにさあ各 々方この先何 をお・望みかと訊ね られた

リシたちは答えて,黒 雲に輝 き渡る日輪の光の如 きカターの先 をお聞かせ下 さいませ

されば,リ シたちよ,知 聞 きなされ,カ ターの この先を語 りまし ょうそ.

一 人の王が齢下 が りを捨てたばか りに苦 しみを受けた次第 を語 りま し ょう

トウンガ ドウヴァジヤとい う名の一人 の王が常に臣民を慈 しみ守 ってお った

その富 と威勢ははなはだし く,ど の ような敵に も恐れ ることがなか った
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ある日王は遠 く狩 りに出かけた

多くの獣を射殺し,疲 労困憊した

バンヤン樹の下i2至 つて王は牛飼いたちが沈黙を守 り

みながどなたか貴い御方を心にとどめ拝んでいるのを認めた

王は挨拶もせず,心 に敬まいもしなかった

みなから離れて王は腰を下ろし,バ リの御威光に気づかなかつた

牛飼いたちは礼拝し,バ リの燈明を捧げてから

お下がりとチヤラナームリタを恭しく王の前に供えた

心の罪深い傲慢のために王はそれに触れず

そ うそうに休息を終えわが城に向けて出発した

王の幸いと富の一一切が直ちに滅びさり

息子をなくし王妃を失ない心は打ち砕かれた

王は思つた.余 は傲慢にもバリのチヤラナームリタをNた だかなかつた

主はお怒りになられて余から御慈悲の御顔をそむかれたのであろう

もう一度あの森に行きお下がりをいただこう

バ リの信徒を敬いバ リの物語を語り徳を讚えよう

牛飼いたちが住んでいた森に向けて王は出かけた

バ リの礼拝に没入する者は主の愛と喜びを受ける器

燈明を捧げ礼拝し主は直ちに王を嘉し給 うた

恭しく澄下がりとチヤラナーム リタをNた だき幸いを享受した

バ リ神の知下がり故に新たな富と力を得

心も嬉しく王は作法通 りに礼拝した

この世で富み栄えた後王は天界に昇つた

主のお下がりをNた だNて 心は喜びに満ち徳と知を得てすぺての苦は消え去 った

汚濁の世に於てヴラタの誓いを完うする者は深い力を備え

欲望を離れ主の名号を唱える者はこの世の束縛から解き放たれる

バ リ御自身が語られたこの御利益を与え読み聞くことにより

尽きざる利益をもたらす漕らかな真実の証たるカターを汝は聞いた

このヴラタを行なえぱ恐れ苦しむ者は恐れから逃れ

病む者の身体から病は去 り常に幸いと富に恵まれる
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転生の朿縛に再び捕われぬよう常に名号を唱え よ

バ リの作法をすべての者の心2知 らしめ徳の主の名号 を唱れ よ

転生の苦を滅 し戦いに於Nて は勝利 をもた らし

苦海を渡 らせる蓮華のように幸福 を満たされ る御方

さて今か らこれ らの者の転生の様を語 り明かそ う

ナー ラーヤナのヴラタは荒れ くるう海を渡 る船.無 数の罪人を渡す

幸い も富 もすべてを享受したかの賢明な るバ ラモンのシヤターナンダは

再び生 をうけス ダーマー とな り,ク リシユナに仕えて解脱 を得た

かの森のた き木売 りは再 び生まれてグハ ラージヤとな リ

ラグの うか らの宝玉な るプーマに仕えて解脱を得た

常に念じて皆主の名号を唱 えよ

蓮の御 足の埃をいただいて果てない苦海 を渡るべし

ウルカームカ王は再び生まれて ダシヤラタ王 とな リ

シ ユリー ランガに嘉され天界 の生を恵まれた

かのサー ドウなる商人はモー ラドウヴアジヤ王 に生まれかわ り

かけが えのない息子 を鋸で切 らせて深い信心 でク リシユナ神に嘉された

自らヴィシユヌ天界 に生まれ一族の多 くの者 も救われた

現世では名声を広め父祖たちを救 つた

トウンガ ドウヴァジャ王は再 生して主の信愛の徒スヴ ァヤムバヴ ァ。マヌとな り

清浄 な解脱 を得 て生死の束縛を断 った

リシたちは皆徳 の主に して苦海に生 きとし生ける者の

渡 し手である主の徳 を讚え始めた

この苦 しみを払 うカターをバ リがナー ラダに語 り給い

世のための美しい橋 を知 るヴィヤーサ仙は正し く語 りた もうた

バ リの行者 スータ仙 は慈悲深 く麗 しいカターを語 られた

汚濁の世に再びバ ーラが知恵の限 り真心 こめて申し上げた り

(筆 者略歴 〕 バールク リシユナ ・バール0セ ーテ ィー(S・phi)1934年 生 まれ(ラ ーホー・レ市)

M.A.(Hindi).現 在,イ ン ド国文部省 ヒンディー局勤務(KandriyHindildidashalay)・

阨1k・i・h乎`Sal'ShriS・tyanarayan・Vrat・ 殴・髄,Gi・dharilalTYi・k

.Pustakalay,Dehlユ

(訳 。註 高 橋 明)
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